
カーボンニュートラルAIシステム

AIとCO2排出問題

現在、社会におけるAIの使用率は高まっています。AI
システムの稼働には大きなエネルギー消費とCO₂の排
出が伴い、世界的に持続可能なAIシステムが求められ
ています。本研究室では、省電力メモリとニューラル
ネットワークを組み合わせることで、消費電力と環境
負荷を最小限に抑えたカーボンニュートラルAIシステ
ムの開発を進めています。

(スタンフォードHAI、2023年AIの現状) [4]

システム概要

システムは以下の4つで構成されています。
・発電システム
・高エネルギー効率エンセンブル・ラーニング
・省電力化技術
・エネルギー適応技術
このシステムの目標は、消費電力をすべて発電エネルギーで賄うことで、カーボンニュートラルなAI
コンピューティングを実現することです。AIの学習フェーズでは発電されたエネルギーを使用しロー
カルでオンチップ学習が行われます。推論フェーズではメモリのスタッキング、電圧スケーリング、
パワーゲーティングなどの技術によって電力を削減します。さらに発電量の変化に応じて動作を適応
させ、信頼性を高めています。

スパイキング ニューラルネットワーク
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